










要約:児童虐待小児科全国調査資料 762 例中、同一症例で異なる医療機関から報告された

8 例では、退院時に施設入所などの措置がとられていたにも拘らず元の家族関係に戻って

再発し、同一または隣接県の医療機関を受診したものが多かった。再発防止には地域ネッ

トワークの利用が効果的と考えられる。中枢神経系障害を生じた例では、児はリスク因子

を持たないのに O歳時に父親により泣き声が騒さいと暴行を受けた例が多かった。ハイリ

スク父の研究・対策が新たな課題である。


